


















“Where Did the Parody Go?: History and Ethnicity in Early Meiji Fiction” John Mertz
（ノースカロライナ州立大学準教授、ICUアジア文化研究所客員研究員）
「中国文化におけるパロディ」古藤友子（ICU教授）






































2009年 11月 27・28日　於国際基督教大学本部棟 206
11月 27日（金）
開催挨拶： ツベタナ・クリステワ（ICU教授）
　　　　　小島康敬（ICUアジア文化研究所所長）
午前のセッション：司会 小峯和明
「パロディ・見立て・テクスト―鈴木春信の「座敷八景」―」ハルオ・シラネ
（コロンビア大学教授）
「江戸時代見立図像化の形成」渡辺雅子（メトロポリタン美術館研究員）
「近世文藝においてパロディとは何だったのか―マクロのパロディからミクロのパ
ロディへ―」染谷智幸（茨城キリスト教大学教授）
午後Ⅰのセッション：司会 M. ウィリアム・スティール（ICU教授）
「やつしと見立絵にみるジェンダー」ジョシュア・モストウ（ブリティッシュ・コロ
ンビア大学教授）
「パロディ繚乱の江戸文化―「性」と「聖」とを繋ぐ笑い―」小島康敬（ICU教授）
「江戸時代の民画におけるパロディの精神―大津絵再考―」クリストフ・マルケ
（INALCO教授）
午後Ⅱのセッション：司会 古藤友子（ICU教授）
「歌仙の絵と〈もどき〉」高橋亨（名古屋大学教授）
「文学や図像における「死」の演出からパロディへ」ジュリアン・フォーリ（INALCO
助手）
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「排耶書にみるパロディ性」高﨑惠（ICUアジア文化研究所研究員）
11月 28日（土）
午前のセッション：司会 小島康敬
「パロディと主体」竹村信治（広島大学教授）
「擬古の技巧―詩的カノンのパロディとしての中世王朝物語―」ツベタナ・クリ
ステワ（ICU教授）
「物語再生装置としてのパロディ―『平家物語』を軸に―」小峯和明（立教大学教
授）
午後Ⅰのセッション：司会 高橋徹（名古屋大学教授）
「『源氏物語』における継母子譚の位相」張龍妹（北京日本学研究センター教授）
「継子譚のパロディと話型」金鍾徳（韓国外国語大学校教授）
「中国食文化にみるパロディ―「仮（もどき）」料理管見」―」古藤友子（ICU教授）
午後Ⅱのセッション：司会 高﨑惠（ICUアジア文化研究所研究員）
「明治初期の囀り (twitter)―新旧メディアと『学問ノススメ』のパロディ―」M. ウ
ィリアム・スティール（ICU教授）
「パッチワーク・パロディ―横糸としてのネタ、縦糸としてのサブテクスト―」
田頭正太郎（ICU大学院比較文化研究科博士後期課程）
総合ディスカッション：司会 ツベタナ・クリステワ（ICU教授）
別冊 18号は、パリでの国際シンポジウムでの報告論文のうち寄稿されたものを中心に編
集した。国際基督教大学を会場とした国際シンポジウムの成果については、後日笠間書院か
ら単行本の形での出版を予定している。
当研究所ではこれまで多くのシンポジウムを企画・実行してきた。しかし、今回のような
楽しいテーマのもとでのシンポジウムはなかったのではなかろうか。絶え間ない紛争、出口
の見えない世界不況、地球的規模での自然破壊、私達は深刻な事態に直面している。「シリ
アスな状況下で、パロディとは何と脳天気なこと」と見る向きもあろうが、こうした硬直し
た状況だからこそ、ゆとり、遊び、笑い、が必要とされる。人間に固有のユーモアの精神こ
そが希望を紡ぎ出す底力となる。ユーモアが世界を救う。それぞれのシンポジウムは、報告
者の方々による、しなやかな感性と鋭い知性、そして機知に富んだ、文字通りの饗宴であっ
たとことを付記しておく。
所長　小島　康敬
